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究
室
だ
よ
り

人
事荒

金
良
美
さ
ん
、
四
月
一
日
付
で
助
手
と
し
て
着
任
。

河
野
龍
也
先
生
、
四
月
一
日
付
で
専
任
講
師
と
し
て
着
任
。

公
開
講
座

印
刷
史
か
ら
絵
図
を
読
む

―
『
大
坂
安
部
之
合
戦
図
』『
大

坂
卯
年
図
』
の
場
合
―

村
木
敬
子
氏
（
大
東
急
記
念
文
庫
学
芸
員
）

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

本
館
四
四
一
教
室

赤
本
の
世
界

―
絵
本
を
通
し
て
見
る
江
戸
の
光
景
―

佐
藤
悟
（
本
学
国
文
学
科
教
授
）

平
成
二
十
二
年
六
月
五
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

本
館
四
四
一
教
室

今
年
度
は
五
月
に
本
学
で
近
世
文
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
と

連
動
し
て
、
学
科
と
し
て
も
近
世
文
芸
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
開
講
座

を
行
っ
た
。
両
日
と
も
に
、
学
内
外
か
ら
多
く
の
聴
衆
を
集
め
た
。

大
学
院
研
究
会
開
催

平
成
二
十
二
年
度
前
期

大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻

研

究
発
表
会

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
五
時

本
館
三
六
二
教
室

滝
亭
鯉
丈
研
究

―
板
元

大
坂
屋
茂
吉
の
出
版
事
情
―

博
士
前
期
課
程
１
年

後
藤
ひ
と
み

鏡
花
の
色
彩
表
現
研
究

―
赤
を
中
心
に
―

博
士
前
期
課
程
２
年

小
池
由
華

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
異
本
研
究博

士
前
期
課
程
２
年

中
山
い
づ
み

夏
目
漱
石
『
漾
虚
集
』
の
研
究

―
歴
史
記
録
か
ら
文
化
の
記

憶
へ
―

博
士
後
期
課
程
２
年

ポ
ロ
ン
ス
カ
イ
テ
・
ユ
ル
ギ
タ

『
万
葉
集
』
巻
二

一
〇
七
・
一
〇
八
番
歌
考

博
士
後
期
課
程
２
年

伊
藤
好
美

新
入
学
の
博
士
前
期
課
程
一
年
生
一
名
、
博
士
前
期
課
程
二
年
生

二
名
、
博
士
後
期
課
程
二
名
と
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
博
士
前
期
課
程

二
年
生
の
発
表
は
、
修
士
論
文
の
執
筆
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
今

後
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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卒
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

池
田
三
枝
子
ゼ
ミ

九
月
一
日
（
水
）
〜
二
日
（
木
）

茨
城
県
（
合
宿
）

影
山
輝
國
ゼ
ミ

八
月
十
一
日
（
水
）
〜
八
月
十
三
日
（
金
）

箱
根

仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）

栗
原
敦
ゼ
ミ

九
月
十
四
日
（
火
）
〜
九
月
十
五
日
（
水
）
学
内
（
発
表
会
）

河
野
龍
也
ゼ
ミ

九
月
十
六
日
（
木
）
〜
九
月
十
八
日
（
土
）

箱
根
仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）

近
藤
み
ゆ
き
ゼ
ミ

九
月
十
六
日
（
木
）
〜
九
月
十
七
日
（
金
）
学
内
（
発
表
会
）

佐
藤
悟
ゼ
ミ

九
月
二
日
（
木
）
〜
九
月
四
日
（
土
）

箱
根

仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）

棚
田
輝
嘉
ゼ
ミ

九
月
十
三
日
（
月
）
〜
九
月
十
五
日
（
水
）

軽
井
沢
実
習
所
（
合
宿
）

福
嶋
健
伸
ゼ
ミ

九
月
十
五
日
（
水
）

学
内
（
発
表
会
）

牧
野
和
夫
ゼ
ミ

九
月
八
日
（
水
）
〜
九
月
十
日
（
金
）

長
野
県
（
合
宿
）

山
内
博
之
ゼ
ミ

九
月
六
日
（
月
）
〜
九
月
八
日
（
水
）

箱
根

仙
石
原
実
習
所
（
合
宿
）

横
井
孝
ゼ
ミ

九
月
一
日
（
水
）
〜
九
月
三
日
（
金
）

京
都
（
合
宿
）

夏
期
休
業
中
に
卒
論
ゼ
ミ
合
宿
・
研
究
発
表
会
が
以
上
の
日
程
で

行
わ
れ
た
。
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〈
編
集
後
記
〉

『
実
践
国
文
学
』
に
と
っ
て
試
練
の
時
期
が
続
い
て
い
る
。
前
号

は
論
文
三
本
に
翻
刻
一
本
の
構
成
で
、
厚
さ
五
ミ
リ
余
。
か
つ
て
は

二
セ
ン
チ
の
厚
み
の
号
も
さ
ほ
ど
稀
で
は
な
か
っ
た
（
尤
も
特
集
号

で
は
あ
っ
た
の
だ
が
）
の
に
較
べ
る
と
、
寂
し
い
な
ど
と
い
う
問
題

で
は
な
い
。
た
だ
し
本
号
に
は
渡
邉
守
邦
名
誉
教
授
の
稿
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
本
年
五
月
の
近
世
文
学
会
の
発
表
を
増
補
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
。

こ
の
ほ
か
論
文
四
本
・
研
究
余
滴
一
本
。
近
年
の
平
均
か
。
あ
え

て
顰
蹙
を
買
う
つ
も
り
で
埋
め
草
原
稿
を
書
い
た
。
卒
業
生
・
院
生

の
投
稿
に
期
待
し
た
い
。

影
山
教
授
か
ら
本
誌
の
編
集
を
引
き
継
い
だ
。
特
段
の
引
き
継
ぎ

は
な
か
っ
た
。
実
情
の
認
識
は
共
有
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
、
い

わ
ば
阿
吽
の
呼
吸
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
横
井

孝
）

平
成
二
十
二
年
度
前
期
号
に
あ
た
る
、
第
七
十
八
号
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
専
任
講
師
と
し
て
河
野
龍
也
先
生
を
お

招
き
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
専
門
は
近
代
文
学
で
、
特
に
佐

藤
春
夫
の
研
究
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
後
期
号
で
は
、
国
文
学
科
特
別
講
演
会
の
ご
報
告

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
ご
案
内
を
申
し
上

げ
ま
す
。
来
る
十
月
二
十
九
日
（
金
）、
十
三
時
よ
り
「
江
戸
奇
術

の
愉
し
み

―
江
戸
文
学
と
奇
術
―
」
と
い
た
し
ま
し
て
、
和
妻
の

大
家
で
あ
る
藤
山
新
太
郎
師
を
お
迎
え
し
て
、
江
戸
奇
術
を
中
心
と

し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
、
入
場
は
無
料
で
す
。

そ
の
他
、
情
報
は
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
を
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
植
田

麦
）

〈
編
集
委
員
〉

池
田

三
枝
子
（
代
表
）

植
田

麦
（
編
集
担
当
）

影
山

輝
國

栗
原

敦

横
井

孝
（
編
集
長
）
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